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私が年間を通じて一番多く足を運んでいるモエレ沼は

札幌市の中心部から北東へ9km、豊平川が残した河跡劫

で、周囲約9血で馬蹄型をした三日月湖です。現在、故

イサム・ノグチ氏の設計でモエレ沼水郷公園として工事

中ですが、徒歩での探鳥は自由に出来ます。

沼の氷が解け始める3月中頃、氷上にオジロワシ、オ

オワシを観る事が出来ます。氷が解けると、数多くのカ

モ類、アイサ類が沼に姿を現わします。キンクロハジロ

やミコアイサ等の特長ある姿を、対岸が近い為双眼鏡で

も楽しむ事が出来ます。春秋はかなりの種類の水鳥を観

る事が出来ます。カイツブリ等が繁殖しているので子育

ての様子を観察する事も出来ます。水辺にはイソシギ、

コチドリ等が観られ、記録ではア夜アシシギ、オジロト

ウネン、ツルシギ、トラネン、ヒバリシギ、平成6年4

月にはセイタカシギが観察されています。

公園の西側にある草原では、季節になるとノピタキ、

オオジュリン、ノゴマ、シマアオジ等が美しい噸りと姿

を見せてくれます。公園内には植樹したものではあるが、

緑が多く沼がある為、渡りの季節にはミソサザィ、ツグ

ミ、クロツグミ、タヒバリ等も観られます。

平成5年、6年の2年間で観た烏

カイツブリ、ハジロカイツブリ、アオサギ、トビ、オジ

ロワシ、オオワシ、チュウヒ、ハイタカ、オオタカ、ノ

スリ、ハヤブサ、コハクチョウ、マガン、ヒドリガモ、

ヨシガモ、コガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、ハ

シビロガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、

ミコアイサ、カワアイサ、コウライキジ、バン、オオバ

ン、コチドリ、イソシギ、オオジシギ、カモメ、オオセ

グロカモメ、シロカモメ、ユリカモメ、キジバト、カッ

コウ、アマツバメ、アリスィ、アカゲラ、ヒ′ヾリ、ショ

ウドゥツバメ、キセキレイ、ハクセキレイ、タヒバリ、

ヒヨドリ、アカモズ、モズ、ミソサザィ、ノゴマ、ルリ

ピタキ、ノピタキ、クロツグミ、アカハラ、ツグミ、エ

ゾセンこュウ、シマセンニュウ、マキノセンニュウ、コ

ヨシキリ、エナガ、ハシブトガラ、シジュウカラ、ホオ　　）

ジロ、ホオアカ、カシラダカ、シマアオジ、アオジ、オ

オジュリン、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、カケス、

ハシボソガラス、ハシブトガラス、チュウサギ　以上75

種

公園の工事が始まり、自然のプッシュや草原がなくな

りました。又、公園の外では開発の波が押し寄せていま

す。雁釆新川の西側にあった王子製紙西畑は、ゴルフ練

習場、パークゴルフ場となり、近くの畑は「札幌里づく

り事業」の工事中です。年々、鳥達にとって生活しにく

い環境になって釆ました。公園化と自然を残すと言う問

題は難しい事ですが、色々考えさせられる場所です。

〒065　札幌市東区北17集束20丁目3－11－206

¶2▼



烏たちの歌あれこれ ��b�妻 僣��

ボクと野鳥とのつきあいは、中西悟堂さんの1冊の本

『野鳥と共に』から始まりました。昭和15年7月23日発

行の定価金二園、送料金十四銭也、東京市神田匿三崎町

2－20　日新書院発行となっています。ザラ紙の本で、

400ページにちかいもの。ところがこの本の末尾には初

版序がついていて、昭和10年12月と印刷されています。

この本には中西さんが自分で写された烏の巣、卵、雛、

そして棲息地の状況など67枚の写真があります。中西さ

んは僧侶の出身ときいていますが当時、歌人、詩人とし

ても知られており、皆さんご存知の通り日本野鳥の会の
＼、∠　　創始者そして雑誌『野鳥』の編集発行者でもありました。

ヽ－≠

詳しくご紹介するいとまはありませんが『野鳥と共に』

には鳥の鳴声について実に詳細に書きとめてあって中西

さん独特の表示による一種の記号付きの烏声が示されて

おります。鳥の楽譜です。これによっても中西さんはど

んなに探鳥について鳥の鳴き声を重視されていたかと言

うことがわかります。いまでいう『野鳥』という言葉も

『探鳥会』も中西さんの命名です。

さて、ボクの鳥声の先生は山梨県の昇仙峡の近く敷島

町に居られた中村幸雄さんです。営林局か林務署に勤め

ていたと聞いたことがありますが『声の仏法僧』の発見

（確認）された人として全国に名を馳せた方です。北海

道の各地で野鳥の話を、とくにブッポーソ一物語りを言

葉巧みにユーモアを交えて講演して人気がありました。

退職後のことですから60才ぐらいだったと思いますが、

この方と札幌の円山や近郊を探鳥して歩いて懇切な指導

を頂きました。三度か四度くらい札幌に来訪されていま

す。

ボクの鳥とのまじわりもかなり永いことになりました

が、道庁に居られ野鳥の会、野鳥愛護会の育ての親であ

る斎藤春雄には特にお世話になり、終戦後のNHKラジ

オ放送にもいろいろ協力を頂きました。また北海道大学

の犬飼哲夫さん、野幌の林業試験場に勤務された井上元

則さんにも特段の指導を賜りました。みんなボクの野鳥

の先生です。犬飼さんは余りにも著名な動物学者ですか

らことさらに述べませんが、井上さんはあのエゾミユビ

ゲラの発見者です。森林の昆虫の学者として知られてお

りますが、野幌が原始林と呼ばれていた頃のノッポロの

主（ヌシ）でした。大沢のあたりは水が豊かでアカショ

ウビンが手の届きそうな枝に止まってキヨロロロをくり

かえし、ゴジュウカラがさかんに噸っていたころ、たび

たびご一緒させていただきました。

この夏は酷暑のせいもあってか、いっもはすずやかに

受けとめている鳥の鳴声にも嫌悪を感じることがあって、

暑い暑い一夏でした。カラスは昔から『カラス鳴きが悪

い』などと言って、事の吉凶を予知する霊力があると信

じている人があるようで、なにかマガゴト、不幸が起き

るのではないかとわざわざボクのところへ問いあわせに

くる人がありました。これは野鳥に詳しい方ならどなた

も知っている通り、カラスは巣立ちの後もかなり長い期

間を哺青にあてることから、しきりに餌をねだる仔鶉の

餌ねだりの賑わいです。とくにハシボソガラスの悪声と

喧騒には閉口します。カアカアと澄んだ声のハシブトガ

ラスにしても仔鶉の声はまだ濁声で甚だかしましい。

中国の古い訓（オシエ）に『烏二反哺ノ礼アリ』とし

て、親の恩を忘れない子の篤行を讃えるコトワザがあり

ますが、これは親よりも大きく育っている仔鶴を親と思

いちがえての見立てでしょう。この時期の親鳥は子育て

に疲れてひときわ小柄に見えるのです。

さて、本題に入りますが、ポクは近ごろ、『グラスを

捨てて山へ行こう』などとカッコイイことをビギナーの

探鳥ファンに申しあげているのですが、これは本気です。

バードウォッチングは血眼（チマナコ）になって山野を

遊行するものではないと思っているからです。
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ゆっくりのんびりと鳥の声をたのしむというのが探鳥

行の本領です。静かにしておれば、烏の方から人間の方

に寄ってくるはずです。視覚でとらえることも結構なこ

とですが、こちらには鳥たちの生活を覗き見していると

いうヒケメがあります。見たからと言ってそれが減るも

のではありませんが、双眼鏡やスコープを近づけること

はやはり不自然です。近寄るのを待って相互了解の上で

見たり見せたりの関係は一層楽しいものです。ひとしく

生きているという実感があります。スコープやグラスな

どの器材は学者や専門の研究者にまかせましょう。スコー

プよ、双眼鏡よサヨナラと行きたい、というのがボクの

本音です。肉眼で見ることの出来る喜びがいちばん。

バードウォッチングが増々さかんになって、まことに

結構ですが、もう少し見て楽しむ方から聴いて楽しむ方

へ方向を移してみることは大切だと思います。そうすれ

ば鳥たちと人との関係はもっとソフトになるでしょう。

実際に野山に出てみて感じることは、たくさんの野鳥が

その中に生活しているのに姿を見ることはごく少いとい

う嘆きでしょう。ベテランのバードウォッチャーは30種

類も見たというのに自分はたった10種、といってガッカ

リする方もあります。そのちがいは、鳥の声を知ってい

るかどうかに大きくかかわります。耳の訓練がよくでき

ていれば、その鳥は何であり、その鳥はどんな木のどん

な枝に、あるいは川ペソに草はらに…とおおよその見当

はつくのです。そしてそのポイントを探すわけです。だ

から探鳥のコツはまづ鳥声ということになります。

かなりのベテラン探鳥家でもリストに記録した鳥の3

割ぐらいは声しか聴かなかったという具合に姿と共に確

認することはむずかしいのです。

鳥の鳴き声は種類によってちがうことはご承知の通り

ですが、同じ種類の鳥でもいくつかの鳴声をもっていま

す。

そのちがいは大別して『地噂』と『嘲り』ですが、地

噂にもサインとしての警戒、呼びあいなどがあります。

また、サエズリの目的はラブソング、テリトリーソング

であることはよく知られていますが、その日的からはな

れて一種のひとり遊びとも思えるグゼリがあります。グ　＼J

ゼリは人でいえば鼻唄かもしれません。注意しなければ

ならないのは、噸りのなかに他の種類の鳥のメロディ

（フシ）を拾いこむのがうまい鳥がいることです。たと

えばオオルリのある個体はクロツグミのフシを拾って織

りこんで歌うことがあります。そのほかにモノマネ鳥の

カケスという役者もいますし、どういうわけかモズも変

「鳥の楽譜」－「野鳥と共に」より抜粋（編集）
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な唄をうたって惑わせることがあります。いわば忍者的

なあやしい奴です。地噂もよく注意しなければならない

のはミソサザイとウグイス、あるいはアオジとホオジロ

なども要注意。ほとんど噸りをもたないと思われている

シメの声にも多少の変化があるらしく、野鳥愛護会の先

達で烏の声についてはベテランの野口正男さんからシメ

にも噸りといえるものはありますと教えられました。そ

してボクは今年はじめてそれらしい声をききました。と

にかく鳥声はしっかりジックリ聴きとめなくてはなりま

せん。

その判断を急ぐと失敗します。イカルは飛翔中でもサ

エズリを発します。またその地噂はアカゲラの声に似て

いるのでよく碓めなくてはなりません。逆に飛翔中に鳴

きつづけ天翔けるオオジシギは地上でもしきりに鳴きつ

づけます。とくに早朝あるいは霧の濃い目など。カワラ

ヒワは都市でも海岸でも河川敷でも見かける愛らしい鳥

ですが、大雪山系の千メートルぐらいの処にある山小屋

で聴くと、別な鳥のように思えてくるから不思議です。

さきに述べた野口正男さんのことですが、いよいよ春

という段になって鳥の声をきくと、ハテ何ダッタケ…と

一瞬とまどってしまうと言っておられます。半年という

ブランクが記憶を稀薄にしてしまうのです。鳥の声はい

つもよく聴いていないと忘れてしまうものなのです。野

口さんのようなベテランにして然りということです。

ハクセキレイとキセキレイはやや生態の異るところが

あるようですが札幌近郊ではほとんど似たような処に生

活しています。もっともハクセキレイはかなり自由で、

海浜にも畑地にも渓流にも市街にもその場をひろげてい

ますが、キセキレイは渓流のほとりまれに人家あたりを

場としています。この二種が一緒にいる場合は大てい清

流のほとり、そこでは頓りも地噂もかなり似ているので

迷いますが聴きなれれば地噂に特徴があることが判然し

ます。セグロセキレイの場合はハッキリと渋い淘り声。

幾通りもの歌をもっているものとしてカワラヒワのコ

ロコロ、チチチジュイーン、キリキリなど始めての人に

は説明がむずかしい。コルリには三ツの歌があり、それ

の交互のくりかえしですからコマドリのヒンカラララと

は区別できます。またコルリには歌のはじめに三輪車を

こぐようなキッキッキッという前引きがあります。これ

らがポイントです。カワラヒワと共に市街地、住宅地、

林などどこにでもいて、たくさんいるヒヨドリはどなた

の眼にもつきますからマチガイはありませんが、ヒヨド

リは眼をつぶってさけば解らなくなるほどたくさんの歌

をもっています。このヒヨドリのおしゃべりには参りま

す。その時の気分でやられてはかないません。ジュウイ

チまがいの声を出す時もあります。キビタキはほんらい

オーシック、ときにはチョットコイの歌をもっていて、

さかんにそれを披露してくれますが、あのチョットコイ

はキビタキ自身の声であってかのコジュケイの声の物真

似ではありません。コジュケイが狩猟のための、いわゆ

るゲームバードとして本州に移植されるずっと以前から

キビタキはあのように鳴いていたのです。一方、ウグイ

スはわりと歌の学習が得意のようです。むかし三嶋烏の

ひとつとして飼育されていた頃は、声良しの師匠鳥につ

けて歌を習わせていました。付け仔といったそうです。

これで審査の対象となる三声を揃えて競ったという事で

す。昭和の始めころボクは修学旅行で高野山に詣でたこ

とがありますが、あそこは実にウグイスの多いところで、

そのそれぞれが切れ味のわるいホケキョをくり返すので

す。それは茶店で売っているウグイス笛の音によく似て

いました。子供たちがたわむれに吹き鳴らすウグイス笛

を真似たものとしか考得られません。あれから60年、高

野山のウグイスの声はどうなっているでしょうか。

烏の種類の識別は、姿、声、飛翔型、色彩の総合で判

断するのが普通ですが、念のため季節、地理なども考慮

に入れて考えなければなりませんが。そこに鳥が居ると

いうことの発見が始まりです。その存在証明は、見た、

と聴いた、の二つのいずれかです。鳥声という存在のサ

インをしっかりふまえ、その姿の発見ということが圧倒

的に多いのです。声だけで決定できるカッコウなどは別

にして、はかの鳥は声と姿とあわせて判断しなくては正

確にはわかりません。そして鳥の鳴き声はとても複雑で

すから野山に出かけて実際に聴くという経験を重ねるこ

とが大切です。噸りの終った夏、渡りの秋、留鳥の冬い

づれの季節にもフィールディングに励みたいもの。

大正時代から始められた中西悟堂さんの野外観察が昭

和に入って実をむすび富士山麓須走の初めての探鳥会と

なり、雑誌『野鳥』の創刊につながった歴史は貴重です

が、今や探鳥会の命名も時代に沿わなくなった感じがし

ます。自然を観察するという態度には何かしら人間優位

の思想が根底にあるような気がします。言葉をバードウ

オッチングと替えてみも然りです。鳥の世界の学術研究

は別ですが、私たちと野鳥たちのかかわりは、中西さん

の著書の標題のように、あくまでも『野鳥と共に』であ

りたいと思います。鳥とふれあうことの喜びに満ちたバー

ドウオッチングへ、グラスを捨てて鳥に会うために野に

出よう。カメラを捨てて野に出よう。これがボクのねが

いです。

〒005札幌市南区真駒内南町1丁目6－1

ー5【



誌　上　写　真　展
－平成6年度－

エレナードギャラリー　　　　　　　佐々木　武　巳

アカショウビン　　　　　山　田　艮　造　　　　　　　　ヨ　サ　ギ　　　　　　　新　城　　　久
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シDハヤブサとトビ　　　石　橋　孝　雄

エ　ナ　ガ　　　　　　　柳　沢　信　雄

オグロシギ　　　　　　小　堀　蛙　治 ベニマシコ
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ギンザンマシコ 志　田　博　明

ハイ　タ　カ　　　　　　荻　原　俊　男

コムクドリ　　　　　　佐　　藤　　勇

コメポソムシタイ　　　　三　船　書　克
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鵡川河口の探鳥会

に参加して

6．8．28

蒲　澤　鉄太郎

毎回送られてくる北海道ウオッチングガイドに北海道

野鳥愛護会主催の探鳥会が鵡川河口で行われることを知

り、今回参加させていただきました。

旭川は、川の街と言われるほど、川がたくさんありま

すがシギ頬に適した適当なひがたがなく、あまり観察で

きませんので一度鵡川河口に行きたいと思っていたとこ
）　　ろです。

ヽ－′′

途中、一泊しましたが、今日はどんな烏にあえるのか

と胸がわくわくして、集合場所の鵡川駅前に9時前につ

いてしまいました。

柳沢会長様がお見えになっておりましたので、昨年旭

川野鳥の会が、支筍湖での探鳥会で大変お世話になりま

したお礼を申し上げたところ、皆様にご紹介をいただき、

大変恐縮いたしました。

皆様に、ご親切に声を掛けていただき、愛護会の会員

でないかと錯覚しそうなほどでした。早速トウモロコシ

畑の近くで皆さん双眼鏡をのぞいていたので、近づくと

イソシギがいるとのこと、こんなところにと、急いでス

コープをのぞくと居ました。今までイソシギは、水辺で

ばかり見ていましたのでオヤッと思い、大変勉強になり

ました。また、キセキレイかなと思ったのがキマユツメ

ナガセヰレイとか、確認出来ればサロベツ原野以来、残

念でした。

ムナグロも久しぶりでしたが、この日のハイライトは、

なんといってもヒバリシギで、目の前7～8メートルの

ところで観察でき、大満足しました。どなたかが、今日

の探鳥会は、これで大成功の声がありましたが同感でし

た。

憩川対岸の浅瀬でコチドリ、少し離れてコチドリと間

違いそうなメダイチドリを教えていただきました。また

アオアシシギも初対面でした。ソリハシシギ、の声があ

りましたが、残念ながら確認出来ませんでした。

昼食後、烏あわせで33種、シギ類の多いのに感心しま

した。

またもうー度の思いと、満足感にひたり、一路帰途につ

きました。

来年札幌に帰る予定してますので、そのときはぜひ仲間

に入れてください。

本当に楽しい探鳥会に参加させていただきありがとう

ございました。

〒078　旭川市東光9－4－2－21

［記録された鳥］アオサギ、トビ、チュウヒ、オオタカ、

マガモ、ムナグロ、コテドリ、シロチドリ、メダイチド

リ、アオアシシギ、ソリハシシギ、イソシギ、ヒバリシ

ギ、ハマシギ、ウミネコ、オオセグロカモメ、シロカモ

メ、キジバト、カワセミ、ヒバリ、ショウドゥツバメ、

ツバメ、キセキレイ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、モズ、

ノピタキ、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガ

ラス、キマユツメナガセキレイ、ドバト　以上33種

［参加者］酪農大学；宮城国太郎、富村高志、清水園子、

大末圭生、山田睦喜、小西散、持田、柳沢信雄、白澤昌

彦、山田甚一・れい子、清澤鉄太郎・則子、渋谷信六・

弘子、三船喜克・幸子、野口正男・キヨ、成田質実・ふ

み、相木大嗣・孝子、山田良造、野坂英三、森下美保、

井上公雄、西田都、山本次郎、石橋和子、佐藤事典、成

澤里美、道場優、大衡則雄、佐藤ひろみ、栗林宏三、高

柳国雄、森田新一郎、森下徹、松浦哲、佐藤勇、溝井茂、

久田伸一、鷲田善幸、加藤寿夫、加納勉　以上46名

［探鳥幹事］井上公雄、道場優

平和の滝　夜の探鳥会

6．6．4日〕　くもり時々晴

6：35－8：30PM　気温11℃（少し寒い）

〔記録された鳥〕コルリ、クロツグミ、キビタキ、キセ

キレイ、ヨタカ、マガモ、コノハズク、ツツドリ　以上

8種

〔参加者〕善本洋子、佐藤ひろみ、長谷川稔、金子由美、

申出昭、津田修・わか子、高柳国雄、永島良郎、佐々木

武己、野口正男・キヨ、栗林宏三、道場優、三枝肇・晴

美、野坂英三17名

〔担当幹事〕佐々木武己、永島良郎

鵡川・雨の探鳥会

6．9．11　　　相　木　孝　子

2週間前、当地での探鳥会に初めて参加し、たくさん

の鳥たちと出会い、この次も…と楽しみに待っていまし

た。しかし、この日は天気が悪く、誰も来なかったらど

うしよう…など心配しながら鵡川へ行くと曇り、今にも

雨が降ってきそうな空模様でした。

歩き始めてまもなく、鳥の姿が見えました。

とはいってもまだ初心者の私。双眼鏡を覗いてやっと見

ー9－



つけた姿もそれが何だかわからず、声を聞いても何だか

わからず、あれこれ考えているうちに「色のはっきりし

ていないのがハクセキレイの幼鳥、腹の黄色のがキセキ

レイだよ」と親切に教えていただき、心の中でなるほど

幼鳥は少し違うのか、と思う十方でわからないことがあっ

たら何でも聞こうと思ってまた歩きだしました。

それから鳥の姿を見つけては「あっ！何か鳥がいる」と

言ってベテランの方々に教えていただいた。ヒバリやノ

ピタキなど特にめずらしい烏ではないのでしょうが、じっ

くりと見ることができました。

ツバメ達がすぐ頭上、手の届きそうな所で飛ぶ姿を見

ている頃、風が強くなり雨も少し落ちてきたので、少し

足を速め川へと向いました。

対岸にアオアシシギ、メダイチドリ、オオソリハシシギ

など水鳥がいましたが、私がしっかり確認できたのはア

オサギだけで、他の鳥も見ようと双眼鏡を持っと風が強

い為に手が震えたりレンズに水滴がついたりで何となく

ポイントはわかるのですが、はっきりと見ることができ

ず、ちょっと残念でした。

この秋、初めて水鳥を見て草原や森林の烏とは逢う動

きのおもしろさなど、ほんの少しだけでも知ることがで

き、また来年の春どんな姿を見せてくれるのか、今から

とても楽しみです。

今回、悪天候にもかかわらず、いろいろ教えて頂きあり

がとうございました。

また探鳥会に参加させて頂きたいと思います。

〒063　札幌市西区発寒7条7丁目7－14

［記録された鳥］カイツブリ、アオサギ、トビ、ダイゼ

ン、コチドリ、メダイチドリ、オオソリハシシギ、アオ

アシシギ、タカプシギ、ウミネコ、セグロカモメ、オオ

セグロカモメ、キジバト、ヒバリ、ショウドゥツバメ、

ツバメ、キセキレイ、ハクセキレイ、ノピタキ、カワラ

ヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ドバト以上

24種

［参加者］相木大嗣・孝子、加納勉、岸妙子、栗林宏三、

小堀燈治、佐藤ひろみ、高橋利通、中正憲倍・弘子、

柳沢信雄　以上11名

［探鳥幹事］小堀燥治、栗林宏三

宮島沼・鏡沼探鳥会

6．10．16　　　　　五十嵐　辰　美

愛護会の道場優氏や他の会員の方々と初めて探鳥会に

参加させていただき、それ以来野鳥の美しさに心を奪わ

れ、探鳥に行けば行くほど鳥たちが身近な存在となり、

愛らしさが感じられ、今回は野鳥愛護会主催の宮島沼へ

の探鳥会に参加する事となり、当日前夜は基礎知識とし

て図鑑の絵を見ながら少しでも水鳥の名前や特徴を覚え

ようと努力し、それなりに興奮した夜を過ごした。

当日一緒に参加する他のメンバーと宮島沼へ向う車中

での話の内容は、殆どが鳥の話。そして、矢ガモ事件や

狩猟で使用される弾による鉛中毒で死亡する鳥たちの事

が中心となり、現在の宮島沼では狩猟を自主規制してい

るとの事で、鳥たちにとっては一生の安住の地であって

ほしいと願わずにはいられない。

宮島沼に近づくにつれ湖面の上に黒い物体が水面を隠

すようにゴロゴロと浮いているのが見えはじめた。そし

て、上空にはマガンらしき鳥の編隊が飛び交っているの

が見える。駐車場に着いたが、空模様が怪しく今にも雨

が降りそうだが、すぐに雨が降ってきた。

宮島沼に集まってきている鳥の情報説明を聴きながら、

三脚を立てプロミナを覗くと湖面上の烏たちが同じに見

える。昨夜図鑑に出ていた鳥は何処にいるのだ。

隣や後ろの人に鳥の名前を聴きながら、ポケット図鑑

で確認していく。

思い起せば最近までマガモとマガンの区別もつかず、

水鳥を詳しく見た事もない私が、たった一晩図鑑を見た

だけで鳥の種頬や名前を確認できるはずがなく、道場氏

や愛護会の方々に御指導をいただき、この日だけで15種

類もの水鳥が確認できた事は、予想以上の成果と成った。

この宮島沼で翼を休めているカモ類とガン類を観てい

るうちに、理不尽にも狩猟鳥獣と言う名目で罪もないの

にカモ類は大量虐殺され、ガン頬は鳥を守る法律と条約

で守られており、同じ水辺の鳥でも数が多いと死、数が

少なければ生、と言う矛盾があり、如何に人間の独裁的

な発想であるか、愚かさを見たような気がした。

〒065　札幌市東区北15条東3丁目10

［記録された鳥］

★宮島沼

カイツブリ、ミミカイツブリ、ハジロカイツブリ、トビ、

オジロワシ、コハクチョウ、マガン、ヒドリガモ、コガ

モ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホ

シハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、キジバト、カシ

ラダカ、ニュウナイスズメ、スズメ、ムクドリ、ハシボ

ソガラス以上22種。

★鏡沼

カイツブリ、コガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、

ハシプトガラ、シジュウカラ、カシラダカ、ニュウナイ

スズメ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス以上12種。

［参加者］桝川保・弘子、森茂太・純子、相木大嗣・孝

子、永島良郎・トキ江、道場優、五十嵐辰美・加代子、

戸津高保、吉田隆、小田恵、橋本和昭、山田良造、森田

新一郎、橋本昌子、小堀燥治、佐藤事典、柳沢信雄、杉

田範男、竹内強、佐藤ひろみ、加藤花子、吉田幸子、高
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柳国雄、渡辺繁、白山とめ、早川いくこ、野中成龍、若

林信男、森田博、野坂英三、牧野洋子、草野貞弘　以上

36名。［探鳥幹事］山田良造、永島良郎

野幌探鳥会

6．10．23　　　　　　榛　葉　貴　博

静岡から北海道に来て5年目の学生です。トラツグミ

を見たいと思ったのをきっかけに、烏を見に行き始めて

半年余り。まだ、トラツグミは見ていないのですが、い

ろいろな鳥を見に行くことで森林に入ったりするように

なり、様々な烏や野の花、草木にも興味がでてきた今日

この頃。

今回が、初めての野鳥愛護会の探鳥会への参加で、ま

た野幌での探鳥会も初めてでした。明け方に降っていた
＼、－／　みぞれは止んだものの、朝の空はちょっと雲が多く天気

はあまり良くなかったのですが、JRで野幌に向かうと

ヽ＿／

さには、まあまあ良い天気になってほっとしました。コ

ンビニエンスストアーなどで集合場所の大沢ロまでの道

を聞いて、なんとか時間までに集合場所に行くことがで

き、探鳥会に参加できました。

なかなか沢山の鳥を見ることができ、今回初めてハイ

タカとヤマゲラとカケスを見ることができました。（他

にも初めての鳥も出たのですが、ちらっとしか見れませ

んでした。とくに、ルリピタ辛は初めてでじっくりと観

たかったのですが、本当にちらりとしか見られず残念で

した。）また、ヤマゲラは、リーダーの方々の立派な望

遠鏡でじっくりと観察することができ、その美しさにた

め息がでました。図鑑などでしか知らなかった鳥を実際

見てみると、いっも何ともいいがたい驚きを感じ、とて

も新鮮な気持ちになります。

また、野幌の自然も素晴らしく立派な木も沢山あり、

こもれ日の中の紅葉は鮮やかでとても良い気分でした。

（今年の紅葉は、そんなにすごくはないという話しも聞

かれますが、それでもやはりとてもきれいでした。）

探鳥会に参加して、とても良かったと思うことは、鳥

のことや植物のことを良く知っておられる方々に、自分

では良くわからない鳥や草木のことを教えていただける

ということです。自分たちだけのときだと、烏を見て、

あの鳥はなんていう鳥だろうと思って図鑑を見ても良く

わからないことが多いのですが、探鳥会ではいろいろと

教えていただけるのがとてもうれしいです。

ちょっと寒い一日でしたが、とても楽しくすごすこと

ができました。野鳥愛護会の皆様、また、いろいろと教

えてくださった方々、本当にありがとうございました。

また、参加させていただきたいと思います。

〒001札幌市北区北20条西2丁目サンコーポラス札幌304

［記録された鳥］トビ、ハイタカ、コゲラ、アカゲラ、

ヤマゲラ、ヒヨドリ、ルリピタキ、クロツグミ、ツグミ、

ウグイス、キクイタダヰ、ハシプトガラ、ヒガラ、シジュ

ウカラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、キバシリ、メジロ、

カシラグカ、アオジ、クロジ、カワラヒワ、ウソ、イカ

ル、カケス、ハシブトガラス　以上26種

［参加者］井上公雄、小川祐子、香川稔、栗林宏三、後

藤義民、佐藤ひろみ、榛葉貴博、須藤呂三、永島良郎・

トキ江、野坂英三、船越昭則、柳沢信雄、山田良造

以上14名

［探鳥幹事］野坂英三、佐藤ひろみ
「■‘－’■－’■－‖－‖－‖－■■－■■－■■－‖‾・．・．・．’■－‖－1

1　　　募晴れのエトビリカ　　　　d

8　　　　　　　　　道場　優亭

已－‖－…＿・．・．・．・．．．－．．－．．－‖－‖－．‖＿－．．．＿＿‖－．・．．．‖＿＿…」

エトビリカ、アイヌ語で「美しい囁」の意を持っ。あ

の特異な、まるで道化師が特別なメイクをした様な顔。

探鳥歴の浅い私でも知っている鳥。それが幸運にも、こ

の眼で現実に見ることができたとは。今もあの時の感動

と興奮は、この胸に残っていて忘れられない。

夏も近いある日、鳥に興味を持って間もない友人のⅠ

氏が、突然「エトビリカを見に行こう」と言う。私は今

はほとんど見られないと聞いていたので、行くだけ無駄

と断念を推めた。しかし、Ⅰ氏の決意は固い。情報を得

ようと羽田恭子さんに電話をする。ところが、なんとこ

の7月に霧多布で3羽も見てきたと言う。かくして、に

わかに現実味を帯びて出発することとなった。

7月24日、早朝霧多布へ向けて出発する。針1絡までは

好天に恵まれてのドライブ。しかし、霧多布に着く頃に

は濃い霧の中。4日間も霧とのこと。岬にテントを張り、

霧笛の音を恨めしく聞きながらいっしか夢の中へ。

朝、外は濃い霧。私にせかされて目的のアゼチ岬へと

しぶしぶ動く。ところが小島ははっきりと見える。現金

なもので、Ⅰ氏の眠け眼はしっかり開き、教えられた場

所を接す。海の上をゆっくりとプロミナを移動させる。

「いた！」胸がドキンと鳴った。Ⅰ氏も確認し、彼はか

すれた声で「いた。いたよ！」と。波間に2羽の、夢に

まで見たエトビリカが浮かんでいる。赤い噂、そして、

黄色の飾り羽根。図鑑通りだ！2羽が互いに噂をくっつ

け合って求愛行動をしている。「かわいい」と妻は叫ん

でいる。さらに1羽が飛んで来て、合計3羽となった。

波の間に間に見え隠れしながらの彼等の行動を、4時間

も飽かずに見続けた。いっしか霧が岬を覆っていた。岬

を去る時、私は心から「エトビリカよ永遠に」と祈らず

にはいられなかった。最後に貴重な情報を下さった羽田

さんに心より感謝申し上げます。

〒002　札幌市北区篠路町太平147－77
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◆新年スライド会等について

恒例の新年講演会とスライ

ドの会は、25周年記念事業の

一環として、次のように変更

して開催いたします。

［藤の沢コ平成7年1月22日

（日）集合＝10時　白鳥園（南区藤の沢693－1）

交通＝定鉄バス（定山渓線）

藤野3条2丁目下車、徒歩20分　探鳥とスライド映写会

参加費＝500円

［記念講演会］

5月の愛鳥週間に合わせて開催いたします。詳しくは

次号でお知らせいたします。

◆写真展の作品のご用意を

平成7年度も野鳥写真展の開催を予定しております。

みなさんの自信作の準備をお願いします。応募要領は下

記の通りです。なお、営巣中の写真などはご遠慮くださ

い。

［募集要領］

・大きさは四ツ切りとしカラー、白黒は問いません。

・応募写真は野鳥の種名、撮影年月日、撮影場所及び撮

影者氏名を明記してください。
・締切日　平成7年4月15日（土）

・送付先　〒003札幌市白石区栄通り8丁目3－11

柳沢信雄会長宅（電話011－851－6364）

◆オオハクガンについてお知らせ

平成6年4月24日「宮島沼探鳥会」のとき、星子先生

からオオハクガンが一羽飛来していることをスライドな

どを通してお教えいただきました。その後、関係者の方々

から鑑定依頼された山階鳥類研究所（千葉県我孫市）が、

「亜種オオハクガンに間違いない」と確認しました。

（道新　平成6年10月13日夕刊）

［野幌森林公園］

平成7年2月12日（日）

寒さが一番厳しいこの季節で

も烏達は元気な姿を見せてく

れています。その姿を見よう

という雪の中の探鳥会です。

カラ類やキツツキ類などを中心に観察します。その年に

よって違いますが、ツグミ、レンジャク類、アトリ、ウ

ソ、マヒワなどの冬鳥に出会えたらと思っています。中

でもクマゲラに出会えたら最高です。また、雪の上に残

るノウサギやキツネなどの足跡ウオッチングもこの季節

ならではの楽しみです。スキーでも冬靴でも参加できま

す。

午前9時　大沢駐車場入口集合

［円山公園］　平成7年3月5日（日）

厳しかった冬もようやく終わり、少しずつ春を感じて

きた季節の円山公園内の散策と餌台に集まる鳥を中心に

観察します。カラ類やキツツキ類が中心ですが、イスカ

やペニヒワ、レンジャク類に出会ったこともあります。

午前中に解散しますので、参加下さい。

午前9時　円山公園管理事務所前集合

［ウトナイ湖］　平成7年3月26日（日）

春の北へ帰るガンカモ類を観察します。マガン、ヒシ

クイ、オオハクチョウの他多くのカモ類が集まります。

繁殖を控えて、きれいに換羽したカモの雄をじっくりと

観察します。中には、ホオジロガモのように求愛のポー

ズをするものも観察できます。また、オジロワシやオオ

ワシの雄姿も見ることができます。長靴の用意をして参

加して下さい。

午前9時40分　ウトナイレイクホテル湖畔側

［野幌森林公園］　平成7年4月16日（日）

雪も解け始め、草木も芽吹き、ようやく春らしくなっ

てきた公園内を散策します。春の訪れを感じさせるフク

ジュソウがかわいい花を咲かせ、アオジやウグイスが冬

の終わりを告げるように嘲り始めます。中でも、この時

期にしか聞けないキバシリの素敵な嘲りを一度聞いてみ

て下さい。

まだ雪が多い所がありますので長靴が必要です。

午前9時　大沢駐車場入口集合

［宮島沼］　平成7年4月23日（日）

北へ帰るガンカモ類を観察します。宮島沼は北へ帰る

ガンの国内最後の休憩地で、最高時には2万羽近いガン

を見ることができます。シジュウカラガンやカリガネな

どが観察できたら最高でしょう。また、多くのカモ類や

カイツブリの仲間も見られます。春になったとはいえ、

まだまだ寒いところですので、防寒の用意をして下さい。

午前10時　大富会館前集合

［野幌森林公園を歩きましょう］

平成7年4月9日（日）

午前9時　大沢駐車場入口集合

※いづれの探鳥会も余程の悪天候でない限り行います。

探鳥会の問い合わせは　011－771－7866　矢野宅まで

〔北海道野鳥愛護会〕年会費2，000円　（会計年度4月より） 郵便振替02710－5－18287

薗060　札幌市中央区北3条西11丁目加森ビル5・6階北海道自然保護協会気付℡（011）251－5465
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